
計量社会学の分析手法
国際比較研究

研究成果の英語発表
に関する実践的ワークショップ

【日時】

【場所】

2月18日（木）13:00～17:50

プレゼンテーションルーム（本館1階）

参加費無料
事前予約不要

第１部：共分散構造分析とその発展
13:00～14:30（3限）

共分散構造方程式（SEM）とは何か／測定モデルと因果モデル／各種適合度指標／
直接効果と間接効果／多母集団分析／マルチレベルSEM／社会意識研究への応用可能性等

第２部：国際比較研究を行う上での作法
14:40～16:10（4限）

問い（RQ）の設定／社会学理論との対応／操作仮説の作成／データの入手／変数の操作化
／分析手法の選択／結果の解釈上の注意点／研究成果発表上の戦略等

第３部：国際学会での発表や
国際雑誌に論文を発表する上での作法

16:20～17:50（5限）
国際学会での発表：発表資料の作成方法／英語でのプレゼンテーションのコツ等
国際雑誌への投稿：英語論文の書き方／国際誌への投稿プロセス／査読結果への対応等

講師：東北大学文学研究科
行動科学研究室准教授
永吉 希久子

部分的参加大歓迎！！（例：第3部のみ参加など）

MAIL:yuta.mtmt218@gmail.comお問い合わせ先 主催 経験社会学院生自主研究会


